
現象解析への適否＊

新しく運輸多 目的衛星 01TSAT-1R）に搭載される 3.7 μ m帯のセンサーで取得できる、3.7 μ, 

m画像と赤外画像との差を取って作成される3.7 μ m差分画像は、 日中と夜間では画像の見え

方が異なる。このため、この画像を利用するには各現象別の画像特性を良く理解し利用しなけ

ればならない。 この報告では、各現象引に GOES-9の 3.9 μ, m両像を用いてその画像の見え方と

利用の可能性についてまとめた。

この 3.9 μ m 画像が MTSAT-lRで取得できる 3.7 μ, m画像と同等と見なし、以下に主左して

3. 7 μ m差分画像を利用する上での適否を表2に示す。

表2 現象即jの画像上での見え方と現象解析への利用の適否

霧・層雲の検出

日中 夜間

赤外 u音灰色（利用不適） 赤外 暗灰色 （利用不適）

3. 7 μ m 黒色（利用適） 3. 7 μロ1 明灰色 （利用不適）

3. 7 μ m差分 ベ）ノレ状の白色 3. 7 μID差分 ベール状の明白色

（層厚の判別には適） （単層の判別 には適）

（雲型判別には不適） （多層になると不敵）

活発な対流雲域の検出

日中 夜間

赤外 白色（不適） 赤外 白色（不適）

3. 7 μ m 暗 白色（薄い上層 3. 7 μ m 暗 白色 （薄い上層雲

雲が除かれ、やや適） が除かれ、やや適）

3. 7 μ m差分 白色（不適） 3. 7 μ m差分 白灰混濁のドット状

（やや適）

対流雲を含まない上層雲域の検出

日中 夜間

赤外 白色 （不適） 赤外 白色（不適）

3. 7 μ m 薄い白色 （やや適） 3. 7 μ m 薄い白色 （やや適）

3. 7 μ m差分 白色（不適） 3. 7 μ m差分 黒色 （適）

台風の中心推定

日中 夜間

赤外 暗灰色（不適） 赤外 暗灰色 （不適）

3. 7 μ m 明灰色 （不適） 3. 7 μ m 明灰色 （やや適）

3. 7 μ m差分 乳白色 （やや適） 3. 7 μ m差分 乳白色（適）

晴天域の判別

日中 夜間

赤外 黒色 赤外 黒色

3. 7 μ m 灰色 3. 7 μID 黒色

3. 7 μID差分 黒色 3. 7 μ m差分 明灰色
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